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【今月の内容】
■下呂市医療ビジョン　　　　２〜３
■地域げんき未来塾 　　　　　  　４
■下呂市消防操法大会結果　　　　６
■下呂市からのお知らせ　　　７〜９

広
報

 　「日本家屋には、やはり “ 和 ” のステンドグラスが良く似合うと思います。」市内の工房で和風ステ
ンドグラスの制作に取り組む、高瀬孝造さんはこう語る。色鮮やかなガラスと古民具や古材を利用し、
これまでに 300 点以上もの作品を手掛けている。
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来
る
８
月
１
日
に
、「
新
金
山

病
院
」
が
開
院
し
ま
す
。

　
新
病
院
の
敷
地
面
積
は
周
辺
施

設
を
含
め
約
１
万
６
千
３
百
㎡
、

延
べ
床
面
積
約
７
千
㎡
で
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建
て
。
総
事
業

費
は
約
19
億
４
千
万
円
、
病
床
数

は
一
般
病
床
が
50
床
、
療
養
病
床

が
49
床
で
す
。

　
現
在
の
金
山
病
院
は
、
昭
和
53

年
に
建
設
さ
れ
、
老
朽
化
や
耐
震

性
等
の
観
点
か
ら
移
転
新
築
が
必

要
と
な
り
、
地
域
の
方
か
ら
の
意

見
を
反
映
さ
せ
た
施
設
と
し
て
、

平
成
23
年
２
月
に
新
病
院
の
建
設

が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
病
院
は
、

診
療
規
模
は
現
行
の
ま
ま
で
、
本

来
病
院
に
あ
る
べ
き
機
能
の
充
実

を
図
り
、「
救
急
外
来
の
充
実
」

「
検
診
と
診
療
の
分
離
」「
透
析
室
、

療
養
病
床
の
増
床
」
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
古
田
智
彦
院
長
は
、
建
設
当
初

に
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
述
べ

て
い
ま
す
。

　
「
地
方
病
院
は
地
域
住
民
の
支

え
が
な
け
れ
ば
維
持
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
た
ち
に
と
っ
て
大
切
な

病
院
だ
か
ら
、
自
分
た
ち
で
支
え

る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必

要
で
す
」
と
。

　

医
療
ビ
ジ
ョ
ン
に
も
あ
り
ま
す

が
、病
院
と
患
者
さ
ん（
市
民
）は
、

〝
医
療
を
提
供
す
る
側
〟
と
、〝
受

け
る
側
〟
と
い
っ
た
関
係
だ
け
で

は
な
く
、
市
民
と
医
療
機
関
と
行

政
と
の
三
者
が
協
働
し
、
地
域
医

療
を
一
緒
に
な
っ
て
守
り
育
て
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

新
金
山
病
院
が
開
院
と
な
り
、

平
成
26
年
に
は
新
県
立
下
呂
温
泉

病
院
が
開
院
と
な
り
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、「
地
域
医
療

の
在
り
方
」
を
考
え
、
行
動
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
新
金
山
病
院 

開
院
間
近

～
地
域
医
療
を
守
り
、
育
て
る
た
め
の
医
療
方
針
～

下
呂
市
医
療
ビ
ジ
ョ
ン

市民 行政医療機関

地域医療を守り・育てる

開院間近となった新金山病院
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県
立
下
呂
温
泉
病
院
（
平
成

26
年
）
と
市
立
金
山
病
院
（
今

年
８
月
）
の
新
築
移
転
に
よ
り

施
設
が
整
備
さ
れ
ま
す
が
、
充

実
し
た
医
療
環
境
を
成
り
立
た

せ
る
た
め
に
は
、
並
行
し
て
医

療
従
事
者
の
確
保
や
包
括
的
な

体
制
の
整
備
、
市
民
協
働
体
制

づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

　

昨
年
度
、
下
呂
市
医
療
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
（
委
員
長

　

大
塚
正
議　

市
医
師
会
長
）

に
お
い
て
右
記
課
題
に
つ
い
て

協
議
が
重
ね
ら
れ
、
多
く
の
意

見
や
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
う
し
た
意
見
・
提
言
等

を
取
り
ま
と
め
な
が
ら
、
方
針

や
具
体
的
な
取
り
組
み
や
目
標

を
定
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市

民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら

れ
る
た
め
の
方
針
と
し
て
「
下

呂
市
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
本
ビ
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
「
連

携
」と「
協
働
」を
重
要
な
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
い
ま
す
。
医
療

関
係
機
関
そ
れ
ぞ
れ
が
持
つ
べ

き
機
能
や
役
割
を
明
確
に
す
る

と
と
も
に
、市
民
、行
政
が
「
協

働
」す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

い
ず
れ
か
１
つ
だ
け
で
は
成
り

立
た
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い

ま
す
。

　
今
後
、
関
係
機
関
と
市
民
の

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
参
り
ま
す
。
以
降
は

抜
粋
し
た
内
容
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。
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◆
市
民
協
働
体
制
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
は
医
療
機
関
、市
民
、

行
政
の
協
働
作
業
で
あ
り
、
い
ず

れ
か
の
１
つ
の
努
力
だ
け
で
は
成

り
立
た
な
い
と
い
う
こ
と
を
念
頭

に
置
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
情
報
の
開
示
、
市
民
講
座
、
定

期
的
な
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催

を
重
ね
な
が
ら
、
医
療
体
制
を
再

構
築
す
る
た
め
に
何
が
で
き
る
か

を
考
え
、
地
域
医
療
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
目
標
】

①  

医
療
機
関
と
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
り
協
働
し
て
、
地
域
医
療

を
守
り
育
て
る
具
体
的
な
活
動
の

展
開
を
図
り
、
下
呂
市
に
お
い
て
、

い
つ
で
も
必
要
な
時
に
良
質
な
医

療
が
受
け
ら
れ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
街
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

◆
人
材
確
保
・

　
　
育
成
対
策
に
つ
い
て

　
平
成
16
年
度
か
ら
の
医
師
臨
床

研
修
制
度
に
よ
り
、
大
学
病
院
か

ら
地
方
病
院
へ
の
医
師
派
遣
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
核
病
院
の
勤
務
医
が
疲
弊
す

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
「
か
か
り

つ
け
医
」「
家
庭
医
」
の
利
用
や
、

休
日
に
は「
下
呂
市
休
日
診
療
所
」

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
改
善
を
図

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
医

師
が
こ
の
地
域
に
溶
け
込
み
、
居

心
地
が
良
い
と
感
じ
、
定
着
す
る

た
め
の
人
の
つ
な
が
り
、
地
域
づ

く
り
が
大
切
で
す
。

【
目
標
】

①
医
師
が
働
き
や
す
い
環
境
で
魅

力
あ
る
街
づ
く
り
、
医
師
と
患
者

が
信
頼
し
あ
え
る
体
制
を
整
え
、

医
師
の
招し
ょ
う
へ
い聘と
継
続
し
て
就
業
で

き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

② 

現
在
の
医
療
水
準
を
継

続
す
る
た
め
、
常
に
医
師
招

聘
に
努
め
、
さ
ら
に
診
療
し

て
い
な
い
診
療
科
目
を
充
実

さ
せ
る
た
め
の
医
師
招
聘
活

動
に
つ
い
て
も
、
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

「
下
呂
市
医
療
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
、

各
振
興
事
務
所
、
保
健
セ
ン

タ
ー
に
配
置
の
ほ
か
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

詳
細
は
医
療
対
策
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
☎
53
・
２
１
０
１

　
【
健
康
医
療
部　
医
療
対
策
課
】

　
新
金
山
病
院
へ
の
引
越
し
作
業

に
伴
い
、
次
の
日
程
で
一
部
診
療

を
調
整
す
る
期
間
と
、
診
療
を
お

休
み
す
る
期
間
が
あ
り
ま
す
。

調
整
診
療
▽
７
月
９
日
㈪
か
ら
８

月
６
日
㈪
ま
で
、
一
部
の
診
療
科

で
診
療
を
制
限
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。（
※
詳
細
は
後
日
、
新
聞
折

り
込
み
に
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。）

休
診
▽
７
月
30
日
㈪
と
31
日
㈫
の

２
日
間
（
※
歯
科
は
27
日
㈮
を
含

め
た
３
日
間
）
に
わ
た
り
、
診
療

を
お
休
み
い
た
し
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　
　
☎
32
・
２
１
２
１

　
　
　
　
　
　
　
　
【
金
山
病
院
】

　
５
月
28
日
、
下
呂
市
森
地
内

の
建
設
地
で
県
立
下
呂
温
泉
病

院
移
転
新
築
工
事
の
起
工
式
が

あ
り
ま
し
た
。
古
田
知
事
や
山

森
同
病
院
理
事
長
を
は
じ
め
、

県
や
病
院
、
工
事
関
係
者
60
名

の
出
席
が
あ
り
ま
し
た
。
総
事

業
費
は
約
95
億
円
、
26
年
５
月

の
開
院
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
５
階
建

て
、
15
診
療
科
で
病
床
数
は

206

床
、
全
て
個
室
と
な
り
ま
す
。

免
震
構
造
の
う
え
、
屋
上
に
ヘ

リ
ポ
ー
ト
を
整
備
し
、
飛
騨
地

域
南
部
の
中
核
病
院
と
し
て
建

設
さ
れ
ま
す
。

　
山
森
理
事
長
は
「
災
害
に
強

く
地
域
の
皆
さ
ん
に
貢
献
で
き

る
病
院
を
目
指
し
ま
す
。」
と

述
べ
ら
れ
、
野
村
市
長
は
「
病

病
・
病
診
連
携
の
要
と
な
る
病

院
。
地
域
医
療
の
大
切
さ
を
訴

え
て
い
き
た
い
。」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

◆
調
整
診
療
と
休
診
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

◆
地
域
医
療
体
制
に
つ
い
て

　
医
療
崩
壊
は
地
域
崩
壊
の
一
側

面
で
あ
り
、
医
療
再
生
は
地
域
再

生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
と
病
院
、
診

療
所
、
開
業
医
の
皆
さ
ん
等
と
の
連

携
が
取
れ
て
こ
そ
、
充
実
し
た
医
療

環
境
と
な
り
ま
す
。

【
目
標
】

① 

保
健
・
医
療
・
福
祉
（
介
護
）

が
連
携
し
、
市
民
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
た
め
、
市
民
み
ん
な
で
受
診

体
制
の
充
実
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

② 

健
康
保
持
増
進
機
能
の
充
実

を
図
り
疾
病
予
防
を
推
進
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
や
介
護
保
険
等
の
利
用
も
取
り

入
れ
た
在
宅
医
療
を
充
実
さ
せ
る

こ
と
に
よ
り
、
保
健
・
医
療
・
福

祉
（
介
護
）
を
包
括
的
に
提
供
で

き
る
体
制
を
目
指
し
実
現
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

連携した
体制づくり

保健 福祉
（介護）

医療

県
立
下
呂
温
泉
病
院
の
起
工
式

くわ入れをされる古田知事（右）と
駒田県議会議長
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こ
う
し
た
取
り
組
み
を
通
し
て

盛
り
上
が
り
、
多
く
の
人
を
巻
き

込
む
運
動
（
ま
ち
づ
く
り
）
へ
と

つ
な
が
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま

す
。

◉
未
来
塾
の
概
要

　
市
民
と
職
員
で
組
織
し
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
表
の
と
お
り
、
今
年
の

９
月
か
ら
１
年
半
程
度
の
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
24
年
度
は
３

時
間
程
度
の
会
合
を
４
～
５
回
、

25
年
度
は
５
～
６
回
、
さ
ら
に
５

つ
の
地
域
全
部
が
参
加
し
た
意
見

交
換
も
年
１
回
計
画
し
て
い
ま

す
。
交
通
費
や
報
酬
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
。

◉
未
来
塾
へ
の
参
加
申
込

　
８
月
に
チ
ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
き
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

　
【
経
営
管
理
部　
地
域
振
興
課
】

　
東
日
本
大
震
災
を
契
機
に
、全
国
各
地
で
“
地
域
の
力
”

の
重
要
性
が
見
直
さ
れ
、
か
つ
て
は
ご
く
当
た
り
前
に
行
わ

れ
て
い
た
“
地
域
ぐ
る
み
の
助
け
合
い
”
が
、再
び
脚
光
を

浴
び
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
こ
う
し
た
互
助
・
共
助
の
考
え

方
に
よ
る
、未
来
に
向
け
た
新
し
い
“
地
域
づ
く
り
”
を
盛

り
上
げ
る
た
め
、市
民
参
加
の
「
地
域
げ
ん
き
未
来
塾
」（
地

域
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
）
を
開
講
し
ま
す
。
市
民
の
み

な
さ
ん
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
を
語
ろ
う
！
絆
で
つ
な
ご
う
！

「
地
域
げ
ん
き
未
来
塾
」

◉
な
ぜ
未
来
塾
を
開
催
す
る
の
？

　
地
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う

に
行
政
が
直
接
的
に
課
題
解
決
に

取
り
組
ん
で
も
、
効
果
が
上
が
ら

な
い
ケ
ー
ス
や
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
対
応
で
き
な
い
諸
問
題
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
一
方
で
、
行
政
よ
り
も
地
域
の

自
主
防
災
組
織
等
の
互
助
・
共
助

の
仕
組
み
が
即
効
的
で
機
動
性
に

優
れ
、
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。
た
と
え
ば
東
日
本
大
震

災
の
避
難
所
に
お
い
て
は
、
震
災

前
の
地
域
の
つ
な
が
り
が
、
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー

金
山
地
域
・
馬
瀬
地
域
で
は
、

金
山
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
馬

瀬
地
方
自
然
公
園
づ
く
り
委
員

会
の
活
動
を
支
援
し
、
協
力
し

な
が
ら
進
め
ま
す
。

ス
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
「
地
域
の

力
（
＝
市
民
の
力
）」
が
見
直
さ

れ
て
い
ま
す
。　
　

　
ま
ず
は
、
一
人
ひ
と
り
の
市
民

が
ま
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の

か
を
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◉
地
域
別
に
開
講
し
ま
す

　
未
来
塾
は
、
旧
町
村
地
域
を
単

位
に
開
催
し
ま
す
。
下
呂
市
の
面

積
は
広
く
、
歴
史
や
地
域
特
性
、

課
題
も
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
市

全
体
の
発
展
の
た
め
に
は
、
そ
う

し
た
個
性
を
無
視
し
て
、
ひ
と
く

く
り
に
す
る
こ
と
は
効
果
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ

を
活
か
し
、
も
っ
と
も
適
し
た
手

法
を
考
え
実
行
す
る
こ
と
が
地
域

を
元
気
に
し
、
元
気
な
下
呂
市
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

◉
未
来
塾
の
成
果
は
？

　
未
来
塾
で
は
、
話
し
合
っ
た
成

果
の
取
り
扱
い
を
決
め
て
い
ま
せ

ん
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
に
決
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
互
助
・
共
助

の
考
え
方
か
ら
、
自
分
た
ち
で
で

き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
カ
タ
チ

に
し
て
い
く
の
で
す
。

地域げんき未来塾　スケジュール

※●印は開講予定です。全体フォーラムは、５地域全部が参加した情報交流会です。

２４年度 ２５年度
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

萩原 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

小坂 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

下呂 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
金山 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
馬瀬 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム

全
体
フ
ォ
ー
ラ
ム
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地域防災計画修正案を協議
〜５/24　下呂市防災会議を開催〜

　
小
坂
地
域
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
災
訓
練
に
、
住
民
１
２
０
０
人
が
参
加

　

今
年
の
３
月
22
日
に
小
坂
地
域

に
対
し
て
、
土
砂
災
害
予
防
法
に

基
づ
く
土
砂
災
害
（
特
別
）
警
戒

区
域
指
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
雨
の
シ
ー
ズ
ン
に
突

入
し
、
土
砂
災
害
に
注
意
が
必
要

な
時
期
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

市
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
避
難
訓
練

を
実
施
し
た
も
の
で
す
。　

   

住
民
、
約
１
２
０
０
人
が
参
加

し
た
訓
練
で
は
、
同
報
無
線
の
放

送
と
と
も
に
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
指
定
さ
れ
た
避
難
経
路
を
確
認

し
な
が
ら
避
難
所
へ
向
か
い
ま
し

た
。

　
そ
の
後
、
各
区
長
や
班
長
・
市

職
員
に
よ
っ
て
、
再
度
危
険
箇
所

や
避
難
経
路
の
確
認
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
図
上
で
は

わ
か
り
に
く
い
避
難
に
係
る
時
間

や
経
路
の
確
認
が
で
き
て
よ
か
っ

た
」、「
夜
間
、
雨
降
り
を
考
え
る

と
、
照
明
や
避
難
誘
導
な
ど
の
対

応
が
必
要
」等
の
意
見
が
出
さ
れ
、

今
後
の
防
災
対
策
の
課
題
と
な
り

ま
し
た
。

　
　
　
【
総
務
部　
防
災
情
報
課
】

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
訓
練

　防災会議は国・県の機関、公共機関、医師会長、連合
自治会長、消防団長など市長が委嘱した 18 名のメンバー
で構成されています。
　今回は、岐阜県地域防災計画が改定されたことと、東
日本大震災が発生したことを受け、これまでの防災体制・
対策を見直す必要があることから開催されたものです。
　会議では、委嘱状交付のあと、市民の皆さんに下呂市
地域防災計画をより身近に捉えてもらうにはどうしたら
いいかなどが話し合われました。
　この防災会議での意見を反映し、10 月頃に下呂市地
域防災計画の改訂版が公表されます。
　　　　　　　　　　　　　　　【総務部　防災情報課】

災害情報の緊急速報メール
　ａｕ，ソフトバンクでも
　「緊急速報メール」サービスは災害時の警報や
避難情報などの緊急速報を携帯電話のメール機能
を使って伝えるサービスです。
　下呂市では平成 24 年 3 月からＮＴＴドコモと
提携して運用を開始していましたが、新たに 7 月
1 日からａｕ、ソフトバンクとも提携して運用が
始まります。
　緊急速報メールはメールアドレスを使用せず、
ラジオやテレビ電波のような形でエリア（下呂市
内）に配信します。携帯電話の利用者は申込み、
利用料金は不用です。

【下呂市から配信する緊急情報】
〇災害情報～避難情報、洪水情報、
　土砂災害警戒情報
〇国民保護関係～東海地震予知情報、
　弾道ミサイル情報などの国民保護に関する情報
　　　　　　　　　　　　【総務部　防災情報課】

６
／
３

7/1～

夏の交通安全県民運動　7 月 11 日（水）～ 7 月 20 日（金）
　　　　　　ゆずりあう心で　夏の交通事故防止

大島区長らによる避難経路の確認作業

小坂町避難所の様子

防災会議の様子
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５
月
23
日
に
あ
さ
ぎ
り
ス
ポ
ー

ツ
公
園
で
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
の

村
田
兆
治
さ
ん
ら
に
よ
る
野
球
教

室
が
開
催
さ
れ
、
市
内
小
学
生
約

１
６
０
人
が
参
加
し
、
野
球
の
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

　
こ
の
教
室
は
住
友
建
機（
東
京
）

が
青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
に

全
国
で
開
催
し
て
お
り
、
下
呂
建

設
業
協
会
の
共
催
に
よ
り
実
現
し

た
も
の
で
す
。
参
加
し
た
児
童
ら

は
、
走
塁
や
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、

守
備
・
打
撃
練
習
を
行
い
、
元
プ

ロ
の
指
導
を
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
か
ら
、

将
来
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
出
る
か

も
？

児童に投球フォームを指導する村田兆治さん

　
競
技
の
結
果
、
下
呂
方
面
隊
第

２
分
団
第
３
部
B
班
（
乗
政
）
が

優
勝
。
同
チ
ー
ム
は
、
８
月
５
日

に
羽
島
市
で
開
催
さ
れ
る
、
第
61

回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
に
出
場

し
ま
す
。

【
上
位
の
成
績
】　
（
敬
称
略
）

◆
三　
位
▽
金
山
方
面
隊
第
３
分

団
第
３
部
（
中
津
原
・
福
来
）

○指
小
林
久
記
、
①
中
島
大
樹

②
竹
知
慶
尚
、
③
細
田
俊
之

【
有
効
注
水
タ
イ
ム
】
46
秒
58

◆
準
優
勝
▽
小
坂
方
面
隊
第
２
分

団
（
大
島
）

○指
石
田
幹
也
、
①
山
下
和
也

②
伊
東
良
夫
、
③
二
村
仁
教

【
有
効
注
水
タ
イ
ム
】
45
秒
34

◆
優　
勝

▽
下
呂
方
面
隊
第
２
分
団
第
３
部

B
班
（
乗
政
）

○指
中
島　
亨
、
①
熊
倉
克
則

②
前
野
秀
友
、
③
田
上　
勲

【
有
効
注
水
タ
イ
ム
】
43
秒
41

特設人権相談所
◎日　時　７月１０日（火） 13時～16時
◎会　場　小坂健康ふれあいセンター
◎相談員　人権擁護委員   住　英明  倉坪時子
※相談は無料で秘密は厳守しますので、どなたでも
　お気軽にご利用ください。
岐阜地方法務局高山支局・高山人権擁護委員協議会

中津川市加子母Ｂ＆Ｇ海洋センター アクアビクス
◎開催日　Ａコース　7月3日～8月28日（毎週火曜日・計8回）
　　　　　Ｂコース　7月6日～8月31日（毎週金曜日・計8回）
◎時　間　19時30分〜20時30分
◎対　象　高校生以上の一般男女
◎受講料　Ａ・Ｂコース　各4,000円
　　　　　※受講をご希望の方は電話にてお申し込みください。
◎問合先　中津川市加子母Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎0573-79-3260

―
元
プ
ロ
野
球
選
手
を
お
手
本
に
― 

少
年
野
球
教
室
開
催

　
６
月
17
日
、
金
山
市
民
グ
ラ
ン

ド
で
、
第
９
回
下
呂
市
消
防
操
法

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
市
消
防
団
の
各
方

面
隊
か
ら
計
13
チ
ー
ム
の
代
表
が

参
加
。小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
で
、

日
頃
の
訓
練
成
果
を
発
揮
し
、
標

的
を
倒
す
ま
で
の
時
間
と
規
律
や

安
全
性
、
迅
速
性
な
ど
の
操
法
技

術
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

第
９
回
下
呂
市
消
防
操
法
大
会



介
護
保
険
地
域
密
着
型

　
　
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
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小
坂
地
域
が
「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
24
年
3
月
30
日
、
小
坂
地
域
で
ど
ぶ
ろ
く
の
製
造

が
可
能
と
な
る
「
滝
の
町　

飛
騨
小
坂
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

が
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

小
坂
地
域
で
の
ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　

ど
ぶ
ろ
く
の
製
造
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
ま

す
。
製
造
希
望
の
方
は
小
坂
振
興
事
務
所
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
☎
62・３
１
１
１
【
小
坂
振
興
事
務
所
】

日　　時：平成 24 年 8 月 4 日（土）　午前 8 時出発
集合場所：下呂市小坂町落合「巌立峡ひめしゃがの湯」駐車場
定　　員：３０名（電話またはメールでお申し込みください。定員になり次第締め切ります）
参 加 料 ：２，０００円（中学生１，０００円）
申 込 先 ：ＮＰＯ法人飛騨小坂 200 滝　☎ 62-2215　E メール hidaosaka200taki@ever.ocn.ne.jp

温泉を利用した娯楽施設付きスパ・健康施設・園芸用ハウス・温水プール・公園・スポーツ施設・美術館・博物館・
図書館・駐車場・介護保険施設・イベント広場・物販施設・宅地化・大学等誘致・地下式ごみ処分施設　など。

　平成２６年度に県立下呂温泉病院が移転することに伴い、移転後の跡地利用につきまして市民アイ
ディア及び事業者提案を募集したところ、たくさんの皆さまに提案をいただきました。市民アイディア
の一部と事業者提案の概要についてお知らせします。（詳しくは市ホームページをご覧ください）
◆市民アイディア（１９件）

◆事業者提案（４件）
事業者 　提　案　内　容　　　　

事業者Ａ
特別養護老人ホーム 80床・ショートステイ 18床・介護付き有料老人ホーム 29床・サービス付き高齢者向け住宅 42戸・
小規模多機能型居宅介護・認知症グループホーム 18名などの高齢者福祉施設に加え、総合子ども園、温泉利用による
リハビリクリニック・水治療施設・レストラン・ふれあい広場などを加えた複合施設。

事業者Ｂ
特別養護老人ホーム 120 床・サービス付き高齢者向け住宅 128 戸・ショートステイ 20床・デイサービスなどの高齢
者施設に加え、コミュニティハウス・カフェ・クリニックなどを加えた複合施設。

事業者Ｃ 老人ホーム・デイサービスなど高齢者施設に加え、コミュニティの場の新設・ドラッグストアの新設。

事業者Ｄ
特別養護老人ホーム 60床・介護付き有料老人ホーム 30戸・ショートステイ 20床・デイサービスの高齢者福祉施設に
加え、長期滞在型宿泊施設・フィットネス・飲食系施設（ジビエ料理）・広場の新設。

あくまで現時点での提案の内容です。今後これらの提案を基に外部検討委員会にも諮りながら、また市
民の皆様のご意見をうかがいながら年度内の計画策定を目指します。　　【経営管理部　総合政策課】

　

下
呂
市
で
は
、「
下
呂
市
第
５

期
介
護
保
険
事
業
計
画
（
平
成
24

年
度
か
ら
平
成
26
年
度
）」
に
基

づ
き
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
指

定
予
定
事
業
者
を
決
定
す
る
た
め

の
公
募
を
行
い
ま
す
。

　
公
募
を
行
う
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
種
類
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

　
応
募
期
間
は
平
成
24
年
７
月
２

日
㈪
か
ら
７
月
31
日
㈫
（
土
日
祝

日
除
く
）
ま
で
。

　

応
募
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
下
呂
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
福
祉
部
高
齢
福

祉
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
☎
53
・
０
１
５
３

　
　
　
【
福
祉
部　
高
齢
福
祉
課
】

サービス事業名 整備圏域 整備数 整備年度

１
認知症対応型共同生活介護

小坂圏域
２ユニット・18床

平成25年度
小規模多機能型居宅介護 １箇所

２ 認知症対応型共同生活介護 萩原・馬瀬圏域 ２ユニット・18床 平成25年度

３ 小規模多機能型居宅介護 金山圏域 1箇所 平成25年度

下呂温泉病院跡地利用案募集結果について下呂温泉病院跡地利用案募集結果について

岐阜の宝もの認定第 1 号　小坂の滝めぐり市民ツアー
滝の裏を通る「あまつばの滝」参加者募集！！



お 知 ら せ

◆保険証を更新します
　現在お持ちの後期高齢者医療制度の保険証（被
保険者証）は、有効期限が 7 月 31 日までです。
　8 月 1 日からの新しい保険証（うすい緑色）は 7
月中にお送りします。新しい保険証が届いたら古い
保険証は破棄してください。
◆ 24 年度の保険料が決定しました
　平成 23 年中の所得確定に伴い、今年度の保険料
額が決定しました。5 月末までに岐阜県の後期高齢
者医療制度に加入していた方には、「後期高齢者医
療保険料額決定通知書」を 7 月中にお送りします。
保険料額や納付方法についてご確認ください。
◇問合先／市民部市民課 ☎ 24-2222 （内線 116）

　後期高齢者医療制度からのお知らせ人権擁護委員の委嘱について
（再任・７月１日から３年）

　弁護士・司法書士・税理士による相談や融資・保証・
税金・介護などの無料相談会を開催します。
◆参加資格　どなたでも
◆期　日　８月４日（土）　 ◆時　間　９時～１２時
◆場　所　星雲会館　　　◆参加料   無　料
弁護士によるなんでも相談会は予約制（受付は 7月30日午前９時～）
◇申込・問合先／岐阜県労働者福祉協議会飛騨支部
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0577-57-7211

　　　　無料なんでも相談会

       住　英明さん（小坂町小坂町）
       河瀬秀昭さん（萩原町萩原）
       藤原由美子さん（金山町岩瀬）
人権擁護委員は、法務大臣から委嘱された民間の人
たちで法務局の職員とともに人権侵害事件の調査処
理、人権相談、人権啓発活動などを行っています。
◇問合先／経営管理部総合政策課
　　　　　☎　24-2222（内線 256）
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下呂市就職ガイダンス
　Ｕターン、Ⅰターン、Ｊターンの就職希望者、また一般求職者等を
対象とした下呂市の就職ガイダンス『企業展』を開催します。
　様々な業種の事務所が参加されますので、どなたでもお気軽にご来場ください。

日 時：７月２６日（木）１３時～１６時
会 場：下呂市民会館　２階大会議室（下呂市森 801-10）

【問合先】観光商工部　商工課　☎２４－２２２２（内線１５５）

　放送大学学生募集
　放送大学では平成 24 年度第 2 学期（10 月入学）
の学生を募集中です。
◆出願期間　8 月 31 日（金）
◆問合先／放送大学岐阜学習センター
　　　　　☎ 058-273-9614
                      資料を無料で差し上げています。

　40 歳以上の独身男女を対象としたカップリング
パーティです。これからの大切な時間を良きパート
ナーと歩いていきませんか？
◆開催日時　8 月 31 日（金）　19 時～
◆開催場所　下呂市内飲食店（詳細は参加者のみにご連絡します）
◆募集人数　男性 10 名　女性 10 名
◆参加費　　男性 6,000 円　女性 3,000 円
◆申込締切　8 月 3 日（金）　
◇申込・問合先
結婚相談所　リチェ．net ☎ 52-2020（午前中のみ）
福祉部社会福祉課　☎ 52-3936（内線 605）

大人のカップリングパーティー参加者募集

●入 場 無 料

●入退場自由

●履歴書不要

主催／下呂市　　共催／ハローワーク高山・ハローワーク美濃加茂　　後援／岐阜県

　平成 12 年度に工事着手した濃飛横断自動車道保
井戸～金山町八坂間が 7 月 24 日開通します。
開通式典では昨年度公募した「金山下呂間トンネル
名称」の披露と最優秀賞等の表彰が行われます。
◆開催日時　7 月 24 日（火）　10 時～
◆開催場所　下呂市保井戸地内　
　　　　　　金山下呂間トンネル下呂側入り口
◇問合先　建設部土木課 ☎ 52-2000（内線 214）

濃飛横断自動車道　保井戸～金山町八坂間が開通します

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
、
支
え
あ
い
の
地
域
社
会



種別 団地名 住戸番号 構造・階数 間取り 家賃（円） 建設年度 住所
公営 坂下団地 Ｂ棟１号 簡耐２階建 3K 12,400～24,500 Ｓ52 小坂町坂下
公営 小川住宅 １０５号 中耐４階建 ２K 19,800～39,000 Ｈ6 小川
公営 塚田住宅 ４０３号 中耐５階建 3K 13,000～25,500 Ｓ52 森

7 月 募 集 住 宅 ◆募集期間▷ 7 月 2 日～ 25 日まで　◆入居予定日▷ 9 月 1 日
◇問合先／建設部建築課 ☎ 52-2000  内線 218

金山病院日日雇用職員の募集

92010. 9

お
知
ら
せ
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◆職　　種　理学療法士または作業療法士
◆募集人数　１名
◆資　　格　理学療法士または作業療法士の免許
◆勤務場所　金山病院リハビリテーション科
◆雇用期間　平成 24 年 8 月 1 日～平成 25 年 7 月 31 日
◆勤務時間　8 時 15 分～ 17 時
◆申込期限　平成 24 年 7 月 13 日（金）
◆申込方法　金山病院に備え付けの申し込み用紙に必
　　　　　　 要事項をご記入のうえ、期限までに金山
　　　　　　 病院事務課へ提出してください。
◇問合先／金山病院事務課 ☎ 32-2121（内線 103）

税務職員募集（高校卒業程度）
　自衛官採用説明会

開催日／ 7 月 28 日（土）、29 日（日）
　　　　8 月 7 日（火）、20 日（月）、23 日（木）
会場／下呂市民会館　第 3 研修室　13 時～ 17 時

◆問合先／自衛隊高山出張所　☎ 0577-32-3028

◆受験資格　平成 24 年 4 月 1 日において高等学校を
卒業した日から起算して 3 年を経過していない方、ま
たは平成 25 年 3 月までに高等学校を卒業見込みの方
◆申込期限　7 月 10 日（火）
◆試験日　第 1 次試験　9 月 9 日（日）
◇問合先／名古屋国税局人事第二課試験係
　　　　　 ☎ 052-951-3511（内線 3450）
　　　　　国税庁ＨＰ http://www.nta.go.jp

法律とこころの健康のための相談会
　弁護士と臨床心理士による相談会を実施しますの
で、お気軽にご利用ください。
相談は無料で秘密は守ります。事前の予約が必要です。
◆高山市保健センター（市役所東隣）
8 月 3 日（金）、9 月 21 日（金）、10 月 10 日（水）、10 月
26 日（金）、11 月 6 日（火）、12 月 4 日（火）、12 月 13 日（木）
◆下呂市民会館　9 月 7 日（金）
◆時間　13 時～ 16 時（一人 45 分）
◇申込先／岐阜県飛騨保健所健康増進課保健予防第二係
　　　　　 ☎ 0577-33-1111（内線 311）
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10:00 ～ 12:00 当館多目的室

７月の行事 ８月の行事

文 化 財 の 今 と 今 後 を 考 え る 集 い

展示・講座・イベント

　下呂ふるさと歴史記念館開館 40 周年事業として、「文化
財の今と今後を考える集い」を開催します。
　当日、市民向けシンポジウムの他、埋蔵文化財ミニ展示
や子供さん向け体験学習を実施します。是非ご参加下さい。

日付

▲展示・講座・イベントの詳細はお問い合わせください

開 催 日／７月８日（日）
会　　場／下呂交流会館　マルチスタジオ　他
開催時間／午前 10 時～受付　午前 10 時 30 分～午後５時

７（土）

８（日）

14（土）

15（日）

21（土）

22（日）

28（土）

29（日）

縄文・峰一合遺跡の時代展

2012.7.1

　
　　　

　             
　　　　　第10号

講 座・ イ ベ ン ト講 座・ イ ベ ン ト 展 示展 示 日付

40 周 年 記 念 事 業

体験学習 ｢縄文体験」 体験学習 ｢縄文体験」
7/8 開館 40 周年記念シンポジウム

峰一合遺跡の再評価 

縄 文 体 験 に は 受 付 時 間 帯 と 各 回 定 員 が ご ざ い ま す。 事 前 に 利 用
状 況 を お 問 い 合 わ せ 頂 け ま す と、 ス ム ー ズ に ご 案 内 が で き ま す。

7 月 14 日 ～ 8 月 31 日 ま
開館日全日体験実施中。
た だ し、7/14 ～ 16、8/11
～ 19 の 間 は 体 験 混 雑 日。
体験開始時間が決まってい
ますのでご確認下さい。

期間：7/8 まで

７ 月 ８ 日（ 日 ）

第一部　フォーラム「市民が考える文化財の今と今後」　会場：１階マルチスタジオ
　下呂市の文化財について、市民目線で考えた保護・公開・活用のあり方を考えます。
　　10:35 ～ 11:00　「下呂石の紹介と下呂石石琴演奏「合唱曲ふるさとの四季」」
　　　　　　　　　　　下呂郷土史研究会　小池秀雄さん
　　　　　　　　　　　演奏者　赤梅尚子・田中雄一郎・桂川ひづる・小池有子さん
　　11:00 ～ 11:45　「下原故郷の会による地域文化財の発掘・保護と公開活動」
　　　　　　　　　　　下原古郷の会　小島忠之・亀山武男さん

当日プログラム

第三部　シンポジウム「縄文・峰一合遺跡の時代の再検討」　会場：１階マルチスタジオ
　下呂市を代表する峰一合遺跡とその時代について、研究者が現在の視点から語ります。
　　13:10 ～ 15:10　発表者４名による事例発表
　　　　　　　　　　「縄文人の食べ物、縄文人の家と集落、縄文土器の種類について」
　　　　　　　　　　　飛騨高山まちの博物館　大石崇史さん、滋賀県文化財保護協会　鈴木康二さん、
　　　　　　　　　　　　　パレオ・ラボ　中村賢太郎さん他　　　　　　　　　　　
　　15:30 ～ 16:50　討論「縄文・峰一合遺跡の時代を語る」　司会：南山大学　長田友也さん

第二部　埋蔵文化財体験学習コーナーと出土遺物ミニ展示　会場：１階工作室
　　11:30 ～ 15:30　縄文土器の施文体験ができます。お子様の夏休み自由研究に最適です。　　　

事 前 申 込 不 要

( 当日、下呂ふるさと歴史記念館にて企画展展示解説有り、11:00 ～と 17:30 ～の２回 )

※ 7/8 は 19:00 まで開館延長

４（土）

５（日）

11（土）

12（日）

18（土）

19（日）

25（土）

26（日）
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●週刊まめなかな（毎週水曜日更新）
　季節の話題、スポーツ、展示会から学校の行事まで市内の話題
が満載の市民のための情報番組です。朝７時から２時間おきに１
日９回放送します。

〈7 月のコーナー〉
 7/ 4 ～ 7/17　 こんにちは！市役所です
 　　　　　　　　～国民体育大会推進課からのお知らせ～
 7/11 ～ 7/17　 楽農ひろば
 7/18 ～ 7/24　 防災しっとく！
 7/18 ～ 7/31　下呂市小学校リレー訪問
 　　　　　　　 ～萩原小学校～

●下呂へＧＯ !
　下呂市の魅力をお届け！オススメのグルメスポット、観光スポッ
トを紹介します。　

★情報提供はこちらへ★
下呂ネットサービス  FAX   34-0701

ハガキ 金山振興事務所内 CCN（株）
メール  chgero@ccn-catv.co.jp

 HP http://geronet.info/chgero/
※いずれの場合もお名前と連絡先を必ずご記入ください。
※情報提供にかかる個人情報は、目的以外には使用しません。

時 分 番組名

7
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

8
0 HV もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組

9
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組 

10 0 サイエンスチャンネル

11
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内

12
0 HV もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

13
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へ GO! 

14 0 チャンネル下呂インフォメーション

15
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 チャンネル下呂インフォメーション

16
0 HV もっと！週刊まめなかな

30 岐阜県情報

17
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組

18 0 サイエンスチャンネル

19
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 下呂へＧＯ！

20
0 HV もっと！週刊まめなかな

30 下呂観光番組

21
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 地域の情報番組

22 0 サイエンスチャンネル

23
0 HV 週刊まめなかな・テレビ回覧板

45 多チャンネルのご案内 

0～6 0 お買物情報

HV

HV

HV

チャンネル下呂の番号
     ◆地上デジタル放送
　市内全地域…12

HV　はハイビジョン放送です

チャンネル下呂
8月の番組表

チャンネル下呂
7月の番組表

市役所庁舎　（下呂）☎ 24-2222　（萩原）☎ 52-2000
振興事務所　（小坂）☎ 62-3111　（金山）☎ 32-2201　（馬瀬）☎ 47-2111　教育委員会　☎ 52-2900☎
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チャンネル下呂 特別番組
「鳳凰座歌舞伎 定期公演」
　下呂市御厩野の鳳凰座で、5 月 3 日と 4 日

「鳳凰座歌舞伎 定期公演」が行なわれました。 
　このうち、5 月 4 日の公演の模様を地域情報チャンネル「チャンネ
ル下呂」にて、特別番組でお送りします。

■放送チャンネル…地上デジタル 12 チャンネル
■放送日…7 月 7 日（土）8 日（日）／ 14 日（土）15 日（日）／
　　　　　　21 日（土）22 日（日）／ 28 日（土）29 日（日）
※ 土曜日は公演日当日の全演目のうち半分を放送し、日曜日に残
　 りの演目を放送します。
※ 初回放送は 7日（土）8日（日）です。14日以降は再放送になります。
■放送時間…12 時〜 16 時／ 20 時〜24 時　※ 1 日 2 回放送します。

下呂市に古くから残る伝統芸能をぜひご覧ください。

下呂市森 854 番地（ＮＴＴ下呂ビル）
☎ 25-3336　http://geronet.info/ 

問合先

下呂ネットサービス



　
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯
を
20
本

以
上
保
と
う
！
と
い
う
「
８
０
２
０
運

動
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
自
分
の
歯
が
20
本
以
上
あ
れ
ば
、
ほ

と
ん
ど
の
食
べ
物
は
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
。
喋
る
こ
と
も
歌
う
こ
と
も
楽

し
く
で
き
ま
す
。
心
と
体
の
健
康
を
保

ち
人
生
を
豊
か
に
し
ま
す
。
歯
の
健
康

は
体
の
健
康
に
大
き
く
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
歯
の
定
期
健
診
や
早
期
治
療
に

心
が
け
ま
し
よ
う
。

　
下
呂
市
口
腔
保
健
協
議
会
で
は
「
高

齢
者
の
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
と
し

て
80
歳
以
上
の
方
で
ご
自
分
の
歯
が
20

本
以
上
あ
る
方
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

市
内
歯
科
医
院
で
検
診
（
無
料
）
を
受

け
る
こ
と
で
応
募
い
た
だ
け
ま
す
。
受

付
期
間
は
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
受
け
よ
う

　
　
　
歯
周
疾
患
検
診

　
歯
肉
炎
や
歯
周

炎
な
ど
の
歯
周
疾

患
は
歯
周
病
と
も

呼
ば
れ
、
放
置
し

て
お
く
と
心
筋
梗

塞
、
脳
梗
塞
、
動

脈
硬
化
を
発
症
す
る
危
険
を
高
め
る
こ
と

が
わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
病
気
を
早
期

に
発
見
し
治
療
す
る
た
め
や
口
臭
や
歯
の

汚
れ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な

い
の
が
定
期
健
診
で
す
。
半
年
か
ら
１

年
に
１
回
は
歯
科
医
院
で
口
の
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
６
月
11
日
か
ら
12
月
21

日
ま
で
、
40
・
45
・
50
・
55
・
60
・

65
・
70
歳
の
節
目
年
齢
（
４
月
１
日

年
齢
）
の
方
を
対
象
に
歯
周
疾
患
検

診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
期
間
中
は

市
内
の
歯
科
医
院
で
５
０
０
円
の
自

己
負
担
で
受
診
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
ま
た
今
年
度
よ
り
下
呂
温
泉
病

院
の
歯
科
口
腔
外
科
で
も
検
診
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご

希
望
の
方
は
、
健
康
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

８
０
２
０（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動
実
施
中
！！
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下
呂
市
森
８
０
１
‐
10（
下
呂
市
民
会
館
内
）

　

24
‐
１
２
０
０

　

診
療
科
目
　　
内
科
、
小
児
科
（
急
病
患

者
に
限
り
ま
す
）

　

診
療
日　
　

日
曜
、
祝
日
、
年
末
年
始

　

診
療
時
間　　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
お
越
し
く
だ

さ
い
。（
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
）

※
受
診
の
際
は
、
必
ず
保
険
証
や
お
薬
手

帳
（
あ
る
場
合
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
急
病
患
者
専
用
の
た
め
、
平
常
継
続
し

て
受
け
て
い
る
治
療
は
遠
慮
く
だ
さ
い
。

７・８
月
の
担
当
医

７月
1
日
（
日
）
大
林
秀
成
（
萩
原
北
醫
院
）

8
日
（
日
）
田
中
隆
平
（
田
中
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

15
日
（
日
）
黒
木
尚
之
（
黒
木
医
院
）

16
日
（　
）
今
井
直
人
（
花
田
医
院
）

22
日
（
日
）
中
田
宗
彦
（
中
田
医
院
）

29
日
（
日
）
細
江
昭
比
古
（
市
立
中
原
診
療
所
）

8 月
5
日
（
日
）
小
池
利
幸
（
小
池
医
院
）

12
日
（
日
）
二
村　
克
（
二
村
医
院
）

19
日
（
日
）
村
瀬
寛
紀
（
村
瀬
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

26
日
（
日
）
小
林
源
博
（
こ
ば
や
し
整
形
外
科
）

※
都
合
に
よ
り
担
当
医
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※
７
月
８
日
の
田
中
医
師
は
中
学
生
以
下
の
診
療
を
行
い
ま

　
せ
ん
。
事
前
に
電
話
で
ご
確
認
の
上
、
下
呂
温
泉
病
院
、

　
金
山
病
院
を
受
診
く
だ
さ
い
。

※休日診療所の担当医は、地上デジタル放送ぎふチャン（8ch）のデータ放送でもご覧いただけます。

月
・祝

５月３１日に行われた高齢者の良い歯のコンクール表彰式



13 GERO 2012. 7

　
病
気
や
け
が
の
治
療
な
ど
、
医
療
の
現

場
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
血
液
製

剤
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
国
内
の
献
血
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
科
学
や
医

療
技
術
の
進
歩
し
た
今
日
で
も
、
血
液
を

人
工
的
に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
日
の
医
療
に
お
い
て
、
病
気
や
け
が

の
治
療
の
た
め
の
輸
血
は
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
輸
血
に
用
い
ら
れ
る
血
液

製
剤
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
国
内
の
献
血

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

血
液
製
剤
は
長
期
間
保
存
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
血
小
板
製
剤
な
ど
の
よ
う
に
有

効
期
限
が
数
日
程
度
と
非
常
に
短
い
も
の

も
あ
り
ま
す
。

　
医
療
の
現
場
で
は
、
輸
血
を
必
要
と
し

て
い
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
安
定
的
に

血
液
を
供
給
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
季
節
を
問
わ
ず
、
常
に
多

く
の
方
々
か
ら
の
善
意
の
献
血
が
必
要
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
近
年
は
特
に
若
者
の
献

血
離
れ
が
目
立
ち
、
今
後
、
ま
す
ま
す
少

子
高
齢
社
会
が
進
ん
で
い
く
中
で
、
輸
血

を
必
要
と
す
る
方
々
を
支
え
て
い
く
た
め

に
必
要
な
血
液
が
不
足
す
る
恐
れ
も
あ

り
、
若
年
層
は
も
ち
ろ
ん
各
年
代
層
で
支

え
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
今
後
ま
す
ま
す
大

切
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　
７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

月
間
で
す
。
血
液
製
剤
を
安
定
的
に
確
保

す
る
た
め
に
、
献
血
へ
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
今
後
の
献
血
の
日
程

◎
７
月
17
日
㈫　
バ
ロ
ー
萩
原
店

　
10
時
～
12
時
、
13
時
～
16
時

　
　
　
（
献
血
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
）

◎
８
月
20
日
㈫　
市
役
所
下
呂
庁
舎

　
９
時
～
11
時
30
分
、
13
時
～
16
時
30
分

◎
８
月
21
日
㈫

　
㈱
ハ
ウ
テ
ッ
ク　
　
９
時
～
13
時
、　

　
JA
飛
騨
竹
原
支
店　
14
時
30
分
～
16
時

　　
下
呂
市
が
行
う
子
宮
頸
が
ん
検
診
は
、
集
団

検
診
と
個
別
検
診
が
あ
り
ま
す
。
個
別
検
診
に
つ

い
て
は
黒
木
医
院
の
み
実
施
可
（
ク
ー
ポ
ン
券
対
象
者

は
久
美
愛
病
院
も
可
）
で
し
た
が
、
７
月
か
ら
下
呂
温

泉
病
院
で
も
受
診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
下
呂
市
の
が
ん
検
診
申
し
込
み
調
査
票
で
子

宮
頸
が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
た
方
が
受
診
で
き

ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
ま
だ
申
し

込
み
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
健
康
課
（
☎
53
・

２
１
０
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
受
診
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
下
呂
温
泉
病
院
総
合
健
診
セ
ン
タ
ー

部
受
付（
☎
25・５
５
５
６
）へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

病院の引っ越し

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
は
７
月
末
、
飛
騨
金
山

温
泉
の
地
に
引
っ
越
し
ま
す
。

　

引
っ
越
し
は
、
専
門
の
引
っ
越
し
業
者
と
病

院
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
患
者
、
物
品
の
移
送
、

収
容
、
設
置
、
調
整
を
行
い
ま
す
。
使
え
な
く

な
っ
た
も
の
、
必
要
で
あ
り
な
が
ら
元
々
な
か
っ

た
も
の
は
購
入
し
ま
す
が
、
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な

ど
の
診
療
機
器
や
机
、
椅
子
な
ど
使
え
る
も
の

は
す
べ
て
新
病
院
に
移
設
、
再
利
用
し
ま
す
。

　

病
院
は
24
時
間
入
院
患
者
を
中
心
に
動
い
て

お
り
一
時
も
休
む
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
休
む

こ
と
の
で
き
な
い
代
表
的
な
仕
事
は
人
工
透
析

で
す
。
現
在
金
山
病
院
で
は
10
人
の
方
々
が
５

人
ず
つ
隔
日
に
透
析
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

休
み
は
一
週
間
に
一
日
だ
け
な
の
で
透
析
の

引
っ
越
し
は
機
械
の
整
備
も
含
め
て
一
日
で

完
了
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

入
院
患
者
の
診
療
も
一
日
も
休
め
ま
せ
ん
。

引
っ
越
し
期
間
中
外
泊
可
能
な
患
者
は
少
な
く
、

地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
る
中
で
は
、
入
院
制
限

に
も
限
り
が
あ
り
ま
す
。
送
り
出
し
と
受
け
入
れ

の
体
制
を
整
え
て
、
一
気
に
移
さ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
給
食
設
備
は
移
設
す
る
こ
と
な
く
新
病

院
で
は
オ
ー
ル
電
化
で
整
い
ま
す
の
で
引
っ
越
し

後
す
ぐ
に
食
事
の
提
供
は
可
能
で
す
。

　
血
液
検
査
や
Ｘ
線
検
査
は
緊
急
検
査
を
除
い
て

３
日
程
度
で
き
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｔ
は
７
月
末
の
一
週

間
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
は
７
月
７
日
か
ら
約
一
ヵ
月
、
装
置

の
移
設
、
調
整
の
た
め
に
使
え
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｔ
な

ど
の
検
査
が
で
き
な
い
７
月
末
の
一
週
間
は
救
急

患
者
の
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

病
院
に
と
っ
て
今
回
の
引
っ
越
し
で
、
最
も

７
月
末
の
数
日
間
休
診
と
な
り
ま
す
の
で
定
期
の

受
診
、
投
薬
は
こ
の
時
期
を
避
け
て
受
診
し
て
い

た
だ
く
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
救

急
患
者
に
つ
い
て
も
、
同
期
間
中
は
他
病
院
を
ご

利
用
願
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
引
っ
越
し
に
伴
う
休
診
日
に
つ
い
て
は
、
広
報

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
病
院
を
ご
利
用
い
た
だ
く
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
現
在
の
病
院
は

老
朽
化
に
よ
り
冷
暖
房
、
水
回
り
の
維
持
、
修
理

が
困
難
と
な
り
、
病
院
の
維
持
が
で
き
な
く
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
病
院
運
営
に
必
要
な
基

準
を
満
た
す
た
め
、
や
む
を
得
ず
新
築
移
転
す
る

と
い
う
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
呂
市
立
金
山
病
院
　
院
長
　
古
田
智
彦

大
変
で
困
難
な
作
業
は
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
導
入
で
す
。
検
査
、
処
置
、
投
薬
の
正
確

性
と
待
ち
時
間
の
短
縮
を
目
指
し
て
の
導
入
で

す
。
新
し
く
造
ら
れ
る
病
院
の
ほ
と
ん
ど
で
は

電
子
カ
ル
テ
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
金
山

病
院
で
は
建
設
費
用
が
抑
え
ら
れ
た
た
め
に
や

む
を
得
ず
オ
ー
ダ
リ
ン
グ
の
み
を
電
子
化
し
ま

し
た
。
所
見
は
従
来
の
よ
う
に
紙
カ
ル
テ
に
記

載
す
る
と
い
う
も
の
で
、
な
れ
る
ま
で
に
は
待

ち
時
間
の
延
長
な
ど
相
当
な
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
引
っ
越
し
は
、
病
院
の
本
来
の
仕
事
で
あ
る
入

院
業
務
を
優
先
し
ま
す
の
で
外
来
診
療
は
ど
う
し

て
も
後
回
し
に
な
り
ま
す
。
外
来
診
療
を
行
い
な

が
ら
引
越
し
を
す
る
の
は
、
人
員
、
設
備
の
配
置

な
ど
か
ら
不
可
能
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

子
宮
頸
が
ん
検
診  

下
呂
温
泉
病
院
で
実
施
可
能
で
す

７
月
は
「
愛
の
血
液
助
け
合
い

　
　
　
　
　
　

運
動
月
間
」
で
す
！
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問合先）　はぎわら図書館 ☎52-4800　下呂図書館 ☎25-2489　金山図書館 ☎32-2449　小坂図書室 ☎62-3366　馬瀬図書室 ☎47-2111

7

下呂市図書館ホームページ　http://lib.city-gero.jp　

　

12日 (木) 11:00～下 呂 図 書 館
14日（土）10:30～金 山 図 書 館
　 　　  10:30～下 呂 図 書 館
　　　　 14:30～はぎわら図書館 
28日（土）    14:00～下呂中央児童館

はぎわら  夏を楽しむ！
　下呂　　昭和のくらし
　　　　読書感想文おすすめ本
   金山　　エコで生活・衣食住

7

※下呂市図書館ホームページでは、貸出状況・予約状況のほか、新着情報等も検索できます

　馬瀬図書室をご利用ください！
　馬瀬図書室は、馬瀬中央公民館
の中にあり、静かな環境の中でゆっ
くりと本を楽しめるスペースがあ
ります。節電の夏、馬瀬で涼しく
本を読みませんか？

http://lib.city-gero.jp/ＵＲＬ
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■南ひだ健康道場の催し
①こんにゃくづくり
7月29日（日）13時30分～15時30分
参加料▷１人800円
定　員▷20人（要予約）
持ち物▷エプロン、三角巾
ポイント▷地元で採れたこんにゃく
芋を使って下呂の名産品こんにゃく
を昔ながらの製法で作ります。
②ジャムづくり＆シェイプヨーガ
7月8日（日）10時～16時30分
参加料▷無料
定　員▷20人（要予約）
持ち物▷タオル、昼食

ポイント▷敷地内で収穫したブルーベ
リーでジャムを作ってヨーガを体験。
③五平餅＆真向法体操・森林散策
7月29日（日）10時～16時30分
参加料▷無料
定　員▷20人（要予約）
持ち物▷タオル
ポイント▷地元産の古代米の五平餅
を作って真向法を体験。
問合先▷南ひだ健康道場
        ☎ 55-0010　FAX 55-0444
E-mail doujyou@pref.gifu.lg.jp

■人形劇団パンによる益田子ども劇場
「おおかみくんと赤ずきんちゃん」
「ばけたかな」
日　時▷7月8日（日）10時30分～
場　所▷あさんず会館
問合先▷益田子ども劇場 ☎ 52-4053
　　　☎090-7317-0383（熊崎）

■資源回収　7月22日（日）
宮田小学校・金山町スポーツ少年団連合

■いきいき青空市
期　間▷7月11日（水）から毎週水・土曜日開催！
時　間▷10時～11時
　　　（商品が無くなり次第終了）
場　所▷湯之島ワイワイ広場
　　　（雨天・８/１・8/15中止）
※11月中旬まで開催予定。マイバックの持参に
ご協力下さい。ポイントカード、10Ｐで粗品進呈。
問合先▷農務課☎52-2000（内線415）

■夏野菜を使った料理を作りましょう
日　時▷7月18日（水）9時30分～
場　所▷ＪＡ萩原支店生活センター
参加費▷500円　　
定　員▷15名
問合先▷Square(スクエア）
☎080-3152-9089（平日のみ18時以降可）
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市内のスポーツ愛好団体を
紹介します。

2012.9.29 ～ 10.9

毎週月曜日 19 時 30 分より星雲会館悠悠ホールで
活動しています。激しい動きはありませんが、イン
ナーマッスルを鍛えることで、かなりの運動量にな
り筋肉痛になることもあります。腰痛や肩こり解消
など、目的は人それぞれですが、自分のペースで無
理なく動いて健康維持に役立てています。
問合先　代表　今井厚美
            ☎ 090-9915-7648（青木）

このコーナーで紹介する、市内で活躍するスポーツ愛好団体を募集しています。掲載を希望される団体は、
経営管理部秘書広報課までご連絡ください。　☎ 24-2222（内線 261）　　　kouhou@city.gero.lg.jp

2012
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ピラティス同好会
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キラリ☆キラリ☆

　農村の環境の保全と景観整備に取り組んでいる「野尻花の里済
せ い び た い

美隊」では今年もトウモロコシの
苗植え作業を実施しました。幼児から高齢者まで約 120 名が「野尻滝ヶ洞ふれあい農園」に集まり、
額に汗しながら 2,000 本の苗を植えました。
　この農園は三世代交流の場として平成 19 年に開設しました。夏には収穫祭、秋野菜の栽培など、
休耕田が活用され、今では野尻地域の活力の源として定着しています。また、近くの牛舎の肥料を
使用し、トウモロコシ収穫後の茎は牛の餌として活用され、ミニ循環型農業も実践されています。

地域・やる
気・元気　

地域・やる
気・元気　

地域・やる
気・元気　 大きく育て “ 竹原コーン ”

　　　～休耕田が地域の活力の場に～


